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酒米‘千本鍬における品質向上のための施肥基準

勝場善之助・土屋隆生・玉置雅彦＊

キ　ワード 水稲，千本錦，酒造好遺米，葉色診断，穂肥

　広島県は，‘山田錦’タイプの酒造好適米品種として

‘千本錦’を育成し，2000年3月に奨励品種として採用

した14）。県内の酒米栽培地帯である局田郡高宮町と双二

郡三和町で普及が図られており，2001年度の広島食糧事

務所による調査では，56haの作付けで，293tの玄米収

量が得られている。この内，1等級以上の割合は95．6％

であつた。

　この品種は広島県の酒米栽培地帯に適応できるように，

‘山田錦’の心白形状等の良好な醸造特性を継承しつ

つ4），1週問程度早生化し，また，10cm程度短桿化し

て耐倒伏性を強化している。この品種の誕生により，広

島県での酒造好適米栽培地帯である県中部地帯で山田錦

系酒米の良質生産が可能になった。

　これまで栽培されていた八反系6・7），雄町系9・10）に，こ

の品種が加わることで，それぞれに特徴のある醸造特性

を持った県独自の三種の良質酒造好適米品種が揃ったこ

とになる。

　心白の発現頻度や形状は，揚精作業に大きな影響を与

え，蛋白質含有量は生成される酒の特徴を決める一要因

である。心白の発現頻度と玄米の蛋白質含量は肥料の施

用時期と生育後期の気温の影響を受ける8）。このため，

　‘八反錦1号’ならびに‘八反錦2号’の普及にあたって

は，心白の発現や玄米の良質化のために栽培指針を作成

している5）。‘千本錦’においても同様に，本来の酒造特

性を充分に発揮させるために施肥等の管理技術を明確に

する必要がある。そこで，この品種の普及地帯でのより

詳細な生育反応を把握すると共に，葉緑素計を利用した

葉色診断に基づく品質向上のための穂肥施用基準を策定

したので，ここに報告する。
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材料および方法

　実験は，広島県立農業技術センター圃場（以後農技セ

と略，東広島市八本松町，標高220m）と，県内の酒造

好適米栽培地帯である双三郡三和町（標高300m）およ

び高田郡高宮町（標高250m）の3カ所で，1998年と1999

年の2年間行った。初年目に，各普及対象地域における

‘八反錦1号’の施肥基準をもとに時期別施肥量に対す

る穂数，籾数等の制御効果を把握し，2年目は穂肥施用

法を検討した。

　広島県では主食用の主要水稲奨励品種について，葉緑

素計（SPAD－502型，ミノルタ杜製）を利用して，出穂

前の葉色（SPAD値）を測定することにより穂肥施用

量を決定する葉色診断法を開発している1・23）。そこで本

実験では，これと同様の方法で葉色を測定した。

1．実験I：穂肥による穂数，籾数等の制御効果を確認

　　　　　　（1998年）

　実験区の耕種概要と構成を表1と表2に示した。

　それぞれの地域で施用時期別に窒素の施用量を変えて

穂数と籾数の制御効果を検討した。窒素とカリは施用量

と施用時期を同一とし，リン酸は基肥と中間追肥に窒素

と同量施用し，穂肥Iと穂肥IIでは与えなかった。慣行

施用法は‘八反錦1号’の窒素施用基準を用い，10aあた

り窒素，リン酸およびカリをそれぞれ三和町では7－O，

40，70kg，局宮町では80，50，80kg施用した・

　さらに，栽植密度の影響を解明するために，1株あた

りの植付け本数（以後，植付け本数と略）を3本と5本

にした区を設け，穂肥施用量との組合せで実験区を設定

した。栽植密度は222本／m2（条間30cm×株問15cm）

とし，各実験区は2反復とした。

　なお，三和町の実験田には牛糞堆肥1t／10aが冬期に

施用された。
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表1　耕種概要

実験　　　　　　　　　標高
　　　　　実験場所　　　　　　　土　　　性
年次　　　　　　　　　（m）

1区面積　栽植密度
（m2）　（Cm）

田植日　　　施肥時期（月・日）

月・日　中問追肥　穂肥I　　穂肥II

　　　　農技センター　220
実験I
　　　　双三郡三和町　300
1998年
　　　　局田郡高宮町　250

　細粒グライ土

中粗粒灰色低地土

　細粒グライ土

12，6

10，0

13．5

30×15　　　5，26　　　　6，10　　　　　7．27

30×15　　　　6，11　　　　　6，23　　　　　　7．31

30x15　　6・11　　　6・23　　　7・31

8・7

8・17

8・17

　　　　農技センター　220
実験II
　　　　双三郡三和町　300
1999年
　　　　高田郡局宮町　250

　細粒グライ土

中粗粒灰色低地土

　細粒グライ土

24．0

9，0

15．O

30×15　　　　5，25　　　　　6，21　　　　　7．28

30×15　　　　5，18　　　　　6，10　　　　　　7．22

30×15　　　　5，18　　　　6，10　　　　　7．22

表2　実験区の構成

実験
　　　　　実験場所
年次

植付本数
　　　　　　　　施肥法
（本／株）

窒素施肥量（Kg／1Oa）

基　肥　　中間追肥　穂肥I　　穂肥II　合　計

　　　　農技センター

実験I
1998年

　　　　双三郡三和町

　　　　高田郡局宮町

　　　　　　制御I

　　　　　　　制御II
3，5
　　　　　　　制御III

　　　　　　慣行

　　　　　　制御
3，5
　　　　　　慣行

　　　　　　制御
3，5
　　　　　　慣行

4．O　　　　　0　　　　　　　1．0　　　　　1．0

4．O　　　　　0　　　　　　　2．0　　　　　1．0

3．O　　　　　0　　　　　　　1．0　　　　　1．0

3．0　　　　　1．0　　　　　2．0　　　　　1．・0

4．O　　　　　0　　　　　　　1．0　　　　　1．0

3．0　　　　　1．0　　　　　2．0　　　　　1．0

4，5　　　　　0　　　　　　　1．0　　　　　1．0

3．5　　　　　1．5　　　　　1．5　　　　　1．5

6．0

7．0

5．0

7．0

6．0

7．0

6．5

8．O

農技センター　　　　　2，5，10

実験II
　　　　双三郡三和町
1999年

2，5，10

局田郡高宮町　　　　　2，5，10

3．0　　　　1．O

3．0　　　　1．5

3．0　　　　1．O

O．0　　　　　　　　　4．0

1．5　　　　　　　　　5．5

3．0　　　　　　　　　7．O

O．0　　　　　　　　　4．5

1．ち　　　　　　　　6．0

3．0　　　　　　　　　7．5

0．0　　　　　　　　　4．0

1．5　　　　　　　　　5．5

3．0　　　　　　　　　7．O

注）栽植密度と窒素施用法の組合せにより実験区を設定。

　　カリは窒素と同量施用。リン酸は基肥と中間追肥で窒素と同量施用し，穂肥では施用していない。

2．実験II：最適施肥量，栽植密度の把握（1999年）

　実験区の耕種概要と構成を表1と表2に示した。

　農技セと局宮町の実験は実験Iと同一の圃場で，三和

町の実験は土壌条件等が類似する別の圃場で行った。

　籾数過剰となる葉色を詳細に把握するために，各実験

圃場とも穂肥Iの窒素施用量を10aあたり0，1．5，

30kgの3水準と，植付け本数2，5，10本の3水準と

を組組合わせた9区を設けた。基肥と中間追肥は当該地

域の‘八反錦1号’の慣行施用量にしたがった。後期の窒

素施用は玄米中の粗タンパク含有率を増加させるので，

穂肥IIは施用しなかった。リン酸とカリの施用は実験I

と同様に行った。

　1m2あたりの株数は実験Iと同様とした。反復は設

定しなかった。
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結　　果

1．実験I：穂肥による穂数，籾数等の制御効果を確認

　　　　　　（1998年）

穂数は，三和町の制御区では植付け本数に関係なく，

ほぼ同等であったが，他の区では5本植えが3本植えよ

りも多くなった。しかし，その差は株当り1本程度で，

明確ではなかった（表3）。また本実験では，施肥法に

よる穂数の違いは認められず，施肥による穂数の制御効

果を明らかにすることができなかった。酒造好適米は，

大粒化し，心白発現率を向上させるために，飯米以上に

穂数制限を行う必要があり，広島県の酒造好適米主要品

種である‘八反錦1号’では，1株あたりの穂数を16から

18本350～400本／m2）としている5）。‘千本錦’の穂数は

1株あたり16本（355本／m2）以下であり，‘八反錦1号’

ならびに‘八反錦2号’の栽培指針に比べて少なかった。

‘千本錦’は穂数が少ない穂重型の品種であり14），本実

験の結果においても，過剰な穂の発生が少ない傾向がみ

られた。なお，三和町では他の2地域よりも穂数が増加

し，長桿となって倒伏が著しかった（表3）。

　10aあたりの精玄米重は，出穂25日前のSPAD値、

植付け本数に関係なく，農技セでは520kg程度，三和

町では320kg程度，および高宮町では450kg程度と，

それぞれの地域内ではほぼ同程度となった（図1）。三

和町では倒伏が影響して，低収となった。なお，他の地

域での倒伏はなかった。1998年は異常高温年であり，さ

らに9月の登熟期に降雨が多い天候不順な年であったに

もかかわらず，倒伏の著しかった三和町を除いて，兵庫

県の‘山田錦’が目標収量とする10aあたり450kg以上

の収量がほぼ得られた。

　心白粒率については，同一試験場所では窒素制御や植

付け本数の差異は明らかでなかった（図2）。しかしな

がら，地域間による差が大きく，県内酒米栽培地帯であ

る三和町と高宮町では農技セよりも心白粒率が高かった。

表3　植付け本数と施肥量が出穂期の葉色と生育におよぼす影響（1998年 実験I）

　　　　　　植付
実験
　　　　　　本数
場所
　　　　　（本／株）

　　　　　出穂期
施肥法a）
　　　　　（月・日）

出穂25日b）

　皿　　　　桿長　　　穂長
　則の
　　　　　　（Cm）　　（Cm）
SPAD値

　　穂　　数
　　　　　　　　　倒伏C）

　　　　　　　　　　程度（本／株）　（本／m2）

農技

センター

　　　　制御I

　　　　制御II

3
　　　　制御III

　　　　慣行

　　　　制御I

　　　　制御II

5
　　　　制御m

　　　　慣行

8．15　　　　　　38．7

8．15　　　　　　39．4

8．15　　　　　　38．4

8．15　　　　　　39．9

8．14　　　　　　　37．7

8．14　　　　　　38．5

8．14　　　　　　38．4

8．15　　　　　　38．7

93　　　　　　　　21　　　　　　　11．6　　　　　　258

90　　　　　　　　21　　　　　　　11．2　　　　　　249

86　　　　　　　　21　　　　　　　10．6　　　　　　235

94　　　　　　　　21　　　　　　　11．9　　　　　　264

87　　　　　　　21　　　　　　13．2　　　　　　293

89　　　　　　　　19　　　　　　　13．5　　　　　　300

88　　　　　　　　20　　　　　　　12．7　　　　　　282

90　　　　　　　　21　　　　　　　12．8　　　　　　284

双三郡

三和町

　　　　制御

3
　　　　慣行

　　　　制御

5
　　　　慣行

8．22　　　　　　　　39．7

8．22　　　　　　39．6

8．22　　　　　　36．2

8．22　　　　　　37．6

100　　　　　　　20　　　　　　　15．7　　　　　　348

96　　　　　　　　19　　　　　　　14．2　　　　　　315

98　　　　　　　　19　　　　　　　15．8　　　　　　351

97　　　　　　　20　　　　　　　15．9　　　　　　353

高田郡

局宮町

　　　　制御

3
　　　　慣行

　　　　制御

5
　　　　慣行

8．22　　　　　　36．6

8．22　　　　　　39．0

8．22　　　　　　36．7

8．22　　　　　　39．2

82　　　　　　19　　　　　11．6　　　　　258

86　　　　　　　　20　　　　　　　11．8　　　　　　262

87　　　　　　　　19　　　　　　　12．5　　　　　　278

86　　　　　　　　20　　　　　　　12．7　　　　　　282

a）施肥法の詳細は表2に記載

b）出穂期におけるミノルタ葉緑素計（SPAD－502型）の測定値。

c）0：無～5：甚
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2．実験II最適施肥，栽植密度の把握（1999年）

　農技セの田植時期は他の2地点よりも7日遅かったが，

標高による気温の差等から出穂期は3地点とも8月15日

前後となった（表4）。

　倒伏はいずれの区も発生しなかったが，3地点ともに

全般的に登熟歩合が低く高宮町以外は低収となった（表

4）。登熟歩合は，出穂10日前のSPAD値が増加するに

つれて，低下した（図3）。

　実験Iと実験IIの結果を合せて出穂10日前のSPAD

値と精玄米重の関係をみると，出穂10日前のSPAD値

が36以上になると倒伏が激しくなり，著しく倒伏した区

では精玄米重が減少した（図4）。

　心白の発現率は3地点ともに10本植付け区が最も高く，

特に局宮町は他の2地点よりも高かった（表5）。また，

腹白粒の発生は穂肥施用量が多くなるほど増加する傾向

にあった。したがって，植付け本数が多く穂肥の量が少

ない区ほど，腹白粒発生が少なく，心白発現率の高い良

質の酒米となる傾向を示した。
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表4　栽植密度と穂肥Iの施用量の差異が「千本錦」の生育量に及ぼす影響（1999年 実験II）

5

実　験

場　所
処理区a）

出穂期

（月・日）
日前の
　　　　　（Cm）　（Cm）
SPAD値

出穂10　桿長　　穂長　　　　穂　数　　　　籾　数

（本／株）（本／m2）（粒／m2）

登熟　　精玄
歩合　　米重
（％）　　（kg／10a）

千粒重
（9）

農技

センター

双三郡

三和町

高田郡

局宮町

　2本植

　5本植

　10本植

穂肥0
　　1．5

　　3．0

　2本植

　5本植

　10本植

穂肥0
　　1．5

　　3．0

　2本植

　5本植

　10本植

穂肥0

　　1．5

　　3．O

8・15

8・14

8・13

8・14

8・14

8・14

8・16

8・15

8・15

8・15

8・15

8・15

8・15

8・14

8・14

8・14

8・14

8・14

35，2

33，0

32，2

30，6

34，1

35，6

35，8

34，4

34，0

33，3

34，4

36，5

35，6

33，4

34，1

32，3

34，4

36．5

85

81

81

81

82

84

90

87

84

86

87

89

83

81

78

79

81

78

19

20

19

19

19

20

19

19

18

18

19

19

19

18

18

18

18

19

10，2

12，9

14，3

12，3

12，6

12，5

13，1

16，0

17，6

15，8

15，3

15，6

11，1

13，9

14，4

13，8

12，8

12．8

226

287

317

274

279

277

291

357

391

352

340

347

248

308

321

307

285

285

21．625

21．682

19．862

19，343

’22．187

21．640

22．559

28．202

26．069

26．338

24．085

26．406

20．740

17．853

17．222

18．491

18．187

19，137

75，0

76，0

76，2

78，0

76，6

72，8

75，5

68，5

68，2

73，8

75，9

62，5

77，2

82，9

78，6

86，7

76，5

75．5

392

408

392

370

405

417

417

435

432

418

432

435

478

466

509

495

472

487

26，3

26，3

26，5

26，1

26，4

26，5

25，3

25，5

25，7

25，4

25，4

25，6

26，2

26，2

26，4

26，2

26，4

26．3

a）処理区穂肥は10aあたりの窒素施肥量（kg）

　　　　　　　　　　　　　表5　栽植密度と穂肥Iの施用量の差異が心白発現に及ぼす影響

実　験

場　所
処理区

心白発現粒率（％） 心白無発現粒率（％）

腹白無　　腹白有　　合計　　腹白無　　腹白有　　合

　　　腹白粒　　蛋白質
　　　率合計　　含有率
計　　（％）　　　（％）

　　　　　　　2本植

　　　　　　　5本植

農技　　　10本植
センター1一一一為肥Okg／1O．

　　　　　　　1．5

　　　　　　　3．O

13

12

16

20

11

11

46　　　　　59

49　　　　　61

52　　　　68

40　　　　60

57　　　　68

50　　　　6！

7　　　　34

11　　　　　28

9　　　　23

13　　　　　27

7　　　　25

6　　　　33

41　　　　80　　　　　5．8

39　　　　77　　　　　6．0

32　　　　75　　　　6．1

40　　　　67　　　　　5．7

32　　　　82　　　　6．1

39　　　　83　　　　6．1

　　　　　　2本植

　　　　　　5本植

双三郡　　10本植
三和町　1’一’穂肥0kg／1oa

　　　　　　　1．5

　　　　　　　3．O

11

14

12

15

12

11

25　　　　　　　36　　　　　　　　　11　　　　　　　53

41　　　　55

50　　　　62

30　　　　45

42　　　　　54

43　　　　54

5　　　　40

5　　　　33

6　　　　49

8　　　　38

7　　　　39

64　　　　78　　　　5．8

45　　　　81　　　　5．9

38　　　　83　　　　5．8

55　　　　79　　　　5．8

46　　　　80　　　　5．7

46　　　　82　　　　　5．9

■

高田郡

局宮町

　2本植

　5本植

　10本植

穂肥Okg／10a

　　1．5

　　3．O

19

18

17

20

20

14

48　　　　67

47　　　　65

51　　　　68

46　　　　66

50　　　　70

50　　　　64

26

27

28

25

25

31

33　　　　74　　　　5．8

35　　　　74　　　　　5．5

32　　　　79　　　　5．6

34　　　　71　　　　5．5

30　　　　75　　　　5．7

36　　　　81　　　　5．7
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y＝1．3124x－1．0833

　r：　O．7112＊＊

　　　　●　　　　　●
　　　　　　　　●　　　　○

●　　●●
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・倒伏甚以外の回帰直線

　　　　　●　　●9●

　　●●
　口　、
口　●　　　ロ

ロ占

　　　ロ
　　　　　ロ

考　　察

　実験I（1998年）では設定した植付け本数の差が少な

かったために，植付け本数と穂数の間には明確な差がみ

られなかったと考えられる。実験II（1999年）では，植

付け本数の差を大きくしたことにより，3地点ともに植

付け本数と穂数の間に高い正の相関（三和町r＝0867＊＊，

局宮町r：0747＊，センターr：0867榊）が認められ，植

付け本数によって穂数を制御できることが明らかとなっ

た（図5）。また，実験I（1998年）では，倒伏が甚大

であった三和町以外では1株あたりの穂数が11～14本

（244～311本／m2）程度で，10aあたり450kg以上の精

玄米重があり，実験II（1999年）においても，10aあた

りの精玄米重が450kg以上であった高宮町では，2本

植え区を除き穂数が13～14本／株であることから，‘千本

錦’はこの程度の穂数で，短桿の‘八反錦1号’と‘八反錦

2号’を除く広島県の酒造好適米品種なみの収量が確保

できると推察できた。

　このことから，‘千本錦’は‘八反錦1号’と同様な栽培

管理を行えば特異な生育反応は示さないと考える。

　収量に関して見てみると，実験Iでは三和町で甚大な

倒伏となり，収量に影響を与えたが，実験IIにおいては

倒伏はなかったものの，登熟歩合が低くなった。登熟歩

合が低かった原因としては，7，8月が平年よりも低温

で経過し，さらに登熟期には降雨が多かったことが考え

られる。

　実験Iと実験IIを総合して図示した図4から，倒伏し

て収量が減少した区を除いた精玄米重と出穂10日前の

SPAD値の間には高い正の相関が認められる。出穂10

日前（葉耳間長Ocm）のSPAD値が36以上になると倒

伏が甚大となることから，出穂10日前のSPAD値を36

　450

　400
’昌

将350

　300招
繧

　250

　200

28　　　　30　　　　32　　　　34　　　　36　　　　38　　　　40　　　　42

　　　　　　　出穂10日前のSPAD値

　図4　出穂10日前のSPAD値と精玄米重

　　　　榊は危険率1％で有意を示す

●三和町

△高宮町

■＾技セ

　　　　　　　　．．．ジ』

8．．．・士ノ1‘
1i〃〃

8

y＝11，912x＋278．67

　r：0．8672榊

y：8．5034x＋244．41

　r：O．7465ホ

y：10，896x＋214．92

　r：0．8672ホホ

0246’81012　　　　　　　株植付け本数

　　　　　図5　植付け本数と穂数

宗は危険率5％で有意　榊は危険率1％で有意を示す

未満にするように穂肥Iを施用する必要がある。

　ここで，出穂10日前のSPAD値が35の場合を見てみ

ると，精玄米重は450kg／1Oa程度（図4），登熟歩合は

75～80％程度（図3）となる。桿長と出穂10日前の

SPAD値問にも高い正の相関があり（r＝0，732淋），出

穂10日前のSPAD値が35の場合の桿長は，85cm程度で

ある。

　杉山ら12）は，酒造好適米の品質向上には基肥をやや少

肥にして密植し，適量の後期追肥によって，登熟向上に

努めることが肝要であるとし，高野ら13）も標準の栽植密

度よりもかなり高い密度（80株×2本／3．3m2，もしく

は80株×3本／3．3m2）でやや良質と多収が期待される

と報告した。また，前重8）は現行よりも栽植密度を20％

程度上げて，m2あたり30株程度を栽培指針にすべきで

あるとしている。本実験においてもこれらの報告と同様

に，植付け本数が多く穂肥の量が少ない区ほど，心白

発現率の高い良質の酒造好適米となる傾向にあった

（表5）。このことから，‘千本錦’は他の本県奨励酒造

好適米と同様に植付け本数の調節と葉色の診断により，

穂数と籾数の過剰をなくすことで，心白発現の良好な酒

造好適米を生産できることが判明した。

　登熟歩合と酒の雑味の原因となる粗タンパク含有率の
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関係をみると，相関係数r＝一〇．466の負の相関（危険

率5％で有意）が確認できた。また，登熟歩合と腹白粒

発生率にもr二一〇．545の負の相関（危険率1％で有意）

がみられた。‘千本錦’は特性として，‘山田錦’と同様に

腹白粒の発生が多い。この品種も登熟歩合が向上すれば，

粗タンパク含有率が下がり、ある程度腹白粒の発生も少

なくすることができ，酒造特性の向上につながることが

示唆された。杉山ら12）も酒造好適米の実際栽培に当って

は，稔実向上を図ることが重要であると結論づけている。

　近赤外線分析機TBlA（サタケ杜製）で測定した90

％精米での粗タンパク含有率と出穂10日前のSPAD値

の問においてもr＝O．738の正の相関（危険率1％で有

意）が認められ，出穂10日前のSPAD値が35の場合，

58％程度の蛋白質含有率が予測された（図6）。斉藤11）

は酒米研究会で分析した75％精米のサンプノレを利用して

醸造特性における‘山田錦’並範囲の上限値と下限値を算

出している。これによれば，粗タンパク含有率の上限値

は6．3％となっている。したがって，出穂10日前に葉色

がSPAD値で35以下に抑制できれば，90％精米で60％

以下の蛋白質含有率となり‘山田錦’並の良質な酒造好適

米が獲得できるρ

　登熟歩合と全籾数は高い負の相関がみられ，75％程度

の登熟歩合を確保するためには1m2あたりの全籾数を

22，500粒前後に抑える必要があると考えた（図7）。

　これまでの結果を総合すると，穂数を1株あたり13～

14本程度（m2あたり300本）確保すれば，10aあたり

450kgの精玄米収量が可能と考える。また，局田郡局宮

町では他の酒造好適米と同様に、密植少肥栽培により出

穂10日前のSPAD値を35にすることで登熟歩合を高め，

玄米品質を向上させることができると考える。1株あた

りの穂数を13～14本確保するためには1ヶ所への植付け

本数を5～10本程度のやや大苗とするのが望ましい。双

三郡三和町では，穂数が増加しやすい傾向にあるため大

苗にする必要はないと考える。

　このように‘千本錦’は出穂10日前のSPAD値を35に

すれば，安定した優良な品質を確保できることが判明し

た。出穂10日前のSPAD値は出穂20日前に行う穂肥I

によって大きく影響を受ける。出穂10日前のSPAD値

と穂肥I施用時期である出穂20日前のSPAD値には正

の相関がみられたことから，穂肥I施用量の基準を策定

した（図8，表6）。すなわち，穂肥施用時のSPAD値

が30以下の時は穂肥Iを窒素で2．Okg／1Oa，31～34のと

きは1．5kg／10a，35～37のときは1．Okg／1Oa，そして

SPAD値が37以上では穂肥は施用しない。

　以上のことから，‘千本錦’の最適収量構成要素を決定

した（表7）。つまり，10aあたりの目標収量450kgを

確保するために，1m2あたり穂数は300本（1株あたり

13～14本），籾数は一穂あたり75粒（m2あたり22，500

粒）前後で75％程度の登熟歩合が必要である。これによ

り得られた玄米の千粒重は26．5g程度となる。

　なお，局田郡局宮町と双三郡三和町では心白の発現率

が高いことから，この2地域は‘千本錦’の栽培地帯とし

ても適していることが判明した。

摘　　要

　新たに県奨励品種となった酒造好適米品種‘千本錦’の

品質向上のために，葉緑素計（SPAD－502型ミノルタ杜

製）を用いた穂肥施用基準を検討した。

1．‘千本錦’は出穂20日前の葉色を診断して，穂肥I施

　肥量を決定することで穂数と籾数を制御し，登熟歩合

　を向上させることができる。

2．出穂10日前のSPAD値が35以下の場合，倒伏が起
　こらず，良質な玄米品質も鮭持できる。

ま
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如
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図6　出穂10日前のSPAD値と粗タンパク含有率

　　　　　榊は危険率1％で有意を示す
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表6　‘千本錦’の葉色診断による穂肥I（出穂20目前）施用基準

基　　肥

（kg／1Oa）

中問追肥
（kg／1Oa）

出穂20日前の

SPAD値a）
穂　肥　I
（kg／1Oa）

3～4 O

　～30

31～34

35～37

38～

2．0

1．5

1．O

O．O

a）ミノルタ葉緑計（SPAD－502型）の測定値。

表7　‘千本錦の最適収量構成要素

目標収量

kg／1oa

穂　　数 籾　　数

本／株　　　本／m2 粒／穂　　　粒／m2

登熟歩合　　　千粒重

　　％　　　　　　9

450 13～14　　　　　　　300 75　　　22，500 75　　　　　　26．5

3．穂肥I施用時（出穂20日前）のSPAD値の測定に

よる窒素施用基準を策定した。

4．‘千本錦’の最適収量構成要素を策定した。
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　　種‘千本錦’の育成．広島農技セ研報．69：25－36
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　　　　　　　　Method－of　Ferti1ization　on　the　Basis　of　Leaf　Co1or　at

Panic1e　Formation　Stage　ofa　Brewer’s　Rice　Variety‘Senbonnishiki9

ZennosukeKATsUBA，TakaoTsUcHIYAandMasahikoTAMAKI

Summary

　　　　The　re1at1onsh1p　between1eaf　co1or　and　amount　of　n1trogen　topdressmg　at　pan1c1e　format1on　stage　for

affect1ng　the　y1e1d，qua11ty　and　prote1n　content　of　m11ed　r1ce　of　var1ety‘Senbom1sh1k1’was1nvest1gated

Measurement　of1eaf　co1or　was　done　w1th　the　SPAD－502type　chlorophy11meter（M1no1ta　Camera　Co，Ltd）The

resu1ts　aresummar1zedasfo11ows

　　　　1　The　readmg　ofthe1eaf　co1or　at　about1Odays　before　head1ng　showed　h1gh1y　s1gmf1cant　pos1t1vecorre1at1ons

　　　　　　　w1ththe　y1e1d　andthe　protem　content　ofm111ed　r1ce　When　the　read1ng　of　the1eaf　color　at　about1Odays

　　　　　　　beforehead1ng1s35，the1odgmg1s11tt1e　and　qua11ty　ofbrownr1ce1s　keptgood

　　　　2　The　readmg　of　the1eaf　co1or　at　about1Odays　before　head1ng　showed　h1gh1y　s1gn1f1cant　the1eaf　co1or　at

　　　　　　　about20days　Accord1ng　to　these　data，the　standard　of　the　amount　of　n1trogen　topdress1ng　on　the　bas1s　of

　　　　　　　the1eafco1or　at　about20daysbeforehead1ngwas　drawnup

　　　　3　They1e1dcomponentofabrewer’sr1cevar1ety‘Senbonn1sh1k1’wasdrawnup

Keywords　paddyr1ce，Senbonnlsh1k1brewer’sR1ce，fert111zat1on，ch1orophy1l　meter，1eafco1or




